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東燃ゼネラル石油（株） 平成 20 年 12 月期 業績予想修正に関するお知らせ 

 
東燃ゼネラル石油株式会社は、平成 20 年 2 月 14 日に発表した平成 20 年 12 月期 （平成 20
年 1 月 1 日～平成 20 年 12 月 31 日）の連結および単体業績予想を以下の通り修正いたしまし

たのでお知らせします。 
 

記 
 
1. 平成 20 年 12 月期 （平成 20 年 1 月 1 日～平成 20 年 12 月 31 日）業績予想の修正 
 
連結業績予想 :            

(単位: 億円) 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

今回修正予想 (A) 39,000 180 250 190 

前回発表予想 (B) 35,000 510 520 320 

増減額 (A-B) 4,000 ▲330 ▲270 ▲130 

増減率 11.4% ▲64.7% ▲51.9% ▲40.6% 
（B）平成 20 年 2 月 14 日発表 



 

 
単体業績予想 :            

(単位: 億円) 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

今回修正予想 (A) 38,000 ▲80 20 60 

前回発表予想 (B) 34,000 280 310 200 

増減額 (A-B) 4,000 ▲360 ▲290 ▲140 

増減率 11.8% - ▲93.5% ▲70.0% 
（B）平成 20 年 2 月 14 日発表 
 
 
2. 修正の理由 
 
平成 20 年 12 月期の連結営業利益は、前回の通期予想時と比較して 330 億円減少の 180 億円

となる見込みです。 減少の主な要因は、前回の上半期の予想利益と実績の差異を取り込んだこ

とによります。 下期の業績予想を行うにあたり、以下の点を想定しています。  
 
• 7-12 月期の石油製品マージンは、2 月時点の前回予想時とほぼ同水準になると想定していま

す。 
• 後入先出法による在庫評価の増益要因については、期末までに、その一部が解消されると想

定しています。 
• 7-12 月期の石油化学部門の収益は、芳香族を中心に前回予想時よりもマージンが若干低下

すると想定しています。 
 
なお、1 株あたり年間 38 円の配当見通しについては変更ありません。 
 
 

以 上 
 


